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栄養と運動

く朝食ぬきの子供の増加、半分は親の責任〉

今の子供には、いくつかの特徴的な現象かあります

が、その中の一つに 、朝めしをぬいt学校にい〈とい
うことがあります。いろいろなデータを見てみますと、

これは子供だけのことではなく、若い人や学生にもい

えることです。このばあい、朝めしをぬ〈理由は何か

ということを追求してみますと、 一ばん多いのは食べ

るよ＇）も、和ていた方がよいということです 。 これは

自炊している女性にもみられることで、自分で作るの

は面倒で、衷ていた方かよいということです。食べる

ことに不熱心なのです。 しかし、子供の場合には、そ

れだけでは言いきれないものがあると思います。なせ

なら、子供は自分でご飯の用慈をするのではな〈、親

が作るのが一般的だと思います。しかも、親が子供と

一緒に食べるような家庭であれば、子供は必ず食べる

と思うのです。子供が朝めしを食ぺずに学校にいく半

分のi't任は、やはり親にあると思います。子供にだけ

食ぺさせて自分は食ぺないというばあいでも、子供は

食ぺないと思います。結局、朝、子供と一緒に食事を

するという習trtのない家では、子供はやっぱり食ぺな

いでしょう 。学生や自炊している OLたちか朝めしを

食ぺてこないという ことも、その家の食事の習慣とい

うものが一つファクターとして入って〈るのではない

かと思うのです。その辺が子供の朝めしぬきという現

象のもっている重要な意味あいではないかと思います。

さきはども 、朝めしぬきというのは、食べることに

対する不熱心からきている のではな・いか、ということ

をいいましたが、やっぱり今の子供は食べることに熱

慈というか、関心 さがないといえます。私たちの子供

の時のことを考えると、朝めしでなくとも 一食ぬかさ

れるとい うことは大変な事件でした。一食ぬかされた

ら大変だという危機感がありました。学生時代、寮に
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いたころでも、夜、誰かか食ぺてしま ったかして、め

しがな〈な ったというと大変なことだ ったと思うので

す。

ところが、今はど この家庭でも戸棚や冷蔵］取を開け

れば、何がしかの食物かあるわけです。昔はおやつの

時間というのがあ って、その時間が楽しみでした。 も

っとも、もらえない人も大ぜいいましたし、もらえた

家は良い方だ ったと思います。 しかし、今はおやつの

時間というのはどうでしょうか。お菓子ははんらんし

ていて 、いつでもど こにでもあります。いわゆる飽食

の時代です。いつでも直ちに食ぺられる食品がどこにで

もころがっていると、人間はあまり食ぺることに関心

をもたなくなり、食ぺ物に対する欲求をうす〈してし

まいます。こうしたことが、今の子供の食物に対する

無閾心さということにつなかってい〈のではないでし

ょうか。その一つのあらわれか、朝めしぬきではない

かと思うのです。

く体を動かさない現代の子供〉

それからもう一つは、子供たちは体を動かしていな

いということが特徴だと思います。 どんな調査をみて

も、子供か 1日にテレビを見ている時間が何時間だと

か、よく数字がでていますか、私たちの子供のころを

考えてみると、道路で遊んだり、家のまわりでか〈れ

んばをしたり 、まあ遊ぴはうけていたわけです。しか

し、今の子供は住居のまわりではかくれんばはできま

せんし 、家の中でのかくれんばなんてやったってつま

らないと 思います。昔は、雨が降 った時、しようがな

くて家の中で遊んであばれてはおこられたものですか、

今の子供は交通事梢などで、外で遊ぷことができない

わけです。しかも、家の中にいれば、せいぜいテレピ

を見るしかないと思います。せまい所で相撲をとれば

おこられるし、子供は、いけないいけないといわれな
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からも、テレビ以外のことで遊ふ方法か少ないわけで

す。 このように 、子供はテレピを見さるを得ない状態

に追い込まれている一方ては、テレピコマーシャルは

いろいろと工夫をこらして子供の心を梱もうと大攻勢

をかけているわけです。そういう中で子供は育ってい

るという事情を考える必要かあります。

く子供の嗜好の社会的背景＞

子供たちの好きなお菓子というものをみてみると、

随分大きな時代的な変遷かあることか分かります。子

供研究所の高山さんの東京都の小学生の好きなおやっ

についての調査をみてみますと 、昭和39年ごろの子供

の一ばん好きなお菓子は何かとい うとチョコレートだ

ったのです。 2番目がたしかケ ーキで3番目にせんぺ

いやク ッキーかあ ったと思います。チョコレ ートは当

時相当に高級なお菓子てした。戦争直後はアメリカ進

駐軍の人にもらうしか、こんなぜいた〈なものを食べ

ることかできなか ったのです。

当時の子供にと って、チョコレートは一つの あこか

れだ ったと思しヽます。 しかし、同時に忘れてならない

ことですが、高山さんか指摘し ているように 、昭和39

年という年は東京でオリンピ ックのあ った年です。テ

レビでオリンピ ック をみようとしヽうことで、テレビか

おおいに売れた年でもあり、一方アニメーションマン

ガかお菓子のコマーシャルとく っつ いて登場した年で

もあるということです。鉄人28号とか鉄腕アトムとか

燃発的な人気で子供たちのアイドルになり、それらの

シールを集めるためにお菓子を買う子供さえいたので

はないかと思われたはどでした。鉄腕アトムを見ない

ことには、学校で友達とお話かできないとい った状況

でした。チョコレートか好きなお菓子の第一位にな っ

た背景には；このような ことかあ ったことを見逃かす

ことはできなしヽわけです。

ところか、 5年た った昭和44年の調査では、もはや

1位はチョコレートではな〈、果物にな ってしまいま

す。 2位かスナ ック菓子になり、 3位かケーキだった

と思います。 もはやチョコレートはどこの家にもある

ようになり 、珍しくな〈な ってしまいました。スナ ッ

ク菓子というのはカ ッパエビセン、ボテトチ ップスな

どで、これまでのあこかれの対象としてのそれとは大

分ちかいます。おやつの時間に、親から与えられてお

腹をすかしながらおいしいおいしいと食べる種類のも

のではな〈、むしろお腹はあまりすいていないか、ど

こででも食べられ、つまみなから会話かできるという

子供のコミュニケーションの一つの媒体としての機能

か強いといえます。その 「かっこよさ」かうけたので

あろうと高山さんは分析しています。

果物か 1位にな った背景を考えてみると、ちょうと

昭和39年から44年にかけて 、日本の果物の生産はちょ

うと倍に伸ひている のです。 果物へのあこかれが強い

ことを知 って農家かその作付を増やしたことと 、外国

からの輸入か増えたことか大きいと思います。私たち

の食生活の中で、果物をこんなに食ぺられるようにな

ったのはつい最近の ことです。

考えてみますと、私たちの子供の時代というのは、

庭に柿やいちじ〈かな った時に食べるぐらいで、あと

は風邪を引いたりして病気で寝た時に、リンゴのす っ

たものを与えられる程度か背通の家庭だったと思いま

す。戦後アメリカ映画を見ていて、パナナやパイナ ッ

プル、ぶどうなどか食卓の上に罹いてあり、食後に果

物を食べるシーシなどを見て、どこか遠い世界の国の

話にしか感じませんでした。食後に果物の食ぺられる

のはぜいたくてあり，そんな身分にな ってみたいもの

だと思ったものです。子供はパナナにあこかれたもの

です。昭和44年頃には、それが日本の庶民にも手の届

くようにな ったとしヽえるでし ょう 。

ところかそれから 3年後、昭和47年の同じ東京都の

小学生のおやつの好みを調査した高山さ んたちは、競

くべきことを見出したのです。なんと 1位かホットケ

ーキであり、 2位力りヽンノゞーガー ・ホット ドッグだっ

たのです。もはや今までのお菓子のイメージとは全〈

違い、食事もおやつもその境界がな〈なってしまって

います。このようになってき た原因についてはいろい

ろの意見かあると思いますか、ともか〈、子供の食物

への嗜好というのはきわめて社会的な影響か強いこと

かわかります。食物供給の情勢とともに、食品産業か

ら流れてくる情報 （マスコミ ）を敏感に感しと ってい

るといえるだろうと思います。その意味では、これは

日本人の食欲のモート の一つの先端を反映している の

ではなし、かと思しヽます。

く現代の子供の食欲の構造＞

さて、これまで述べてきたように、子供は時代的な

背景を敏感に反映しなから嗜好の変遷をたどり、今日

に至っているわけです。そして朝食ぬきといった 、食

べることに熱心でない特徴をもつ現代っ子かでてきた

ことになります。運動不足の条件かこれに拍車をかけ

ていると思われます。
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ところか、これと一見矛盾するような現象が現代の

子供にみられます。それは肥満児の増加です。朝食を

食ぺないことと肥満は、実は矛盾しないのです。朝食

をぬき、と〈に夜などにごちそうをど っさり食べるタ

イプに肥満が多いことか分か ってきたのです。食事回

数が少な〈て、まとめ食いする方か、お相撲さんのよ

うに肥満しやすいのです。

しかも面白いことに、人間のいろいろな欲求不満の

解消の中で一ばん手っとり早いのは、食べることであ

るということが心理学的に分析されています。肥って

いる人がすべてというわけではありませんが、欲求不

満の解消によるものがあるかもしれないのです。現に

アメリカなどでは白人と黒人を比較すると、肥満者は

むしろ黒人に多いということが指摘されています。最

近白人には、肥ることは知的ではないというか、エリ

ートではないといった考えを持っ人が増えているとい

われます。アメリカ社会では、黒人の方が欲求不満か

たま っていることは容易に想像できます。自分の家に

テニス場があ ったり、水泳できるプールをも ったりし

て欲求が別の所で発散できれば、食ぺることだけで欲

求不満を解消する必要がないはずです。

せまい 2DKに押 し込められ、 外へ出れば自動車か

あぷない、良い学校に入るために塾に行かなければな

らない、としたら 、子供たちはせめてテレビを見るこ

とと食べることしかないのかもしれません。子供のお

かれている現代の状況では、朝食ぬきと肥満は決して

矛盾したものでないことが分かると思います。

くネズミは走るのが好き＞

さて、現代の子供の運動不足は、体の健康にと って

どのような影響をもたらすのでしょうか。私たちの研

究室では、運動の栄養生理的意義を明 らかにしたいと

考えて、ネズミを用いた実験を行っています。

今までのネズミの実験といえば、 小 さなケージでエ

サをど っさり与えて飼 って きたのですが、これでは運

動不足のネズミだけを飼 っていることになります。そ

こで私たちは、運動を一定時間させようということで、

まわ っているペルトの上を走らせ、走らなければ電気

ショ ック をうけるような装置、つまり強制運動装置を

作 って ネズミに運動を負荷した実験をやってみました。

運動の効果は、たしかに肥満の防止、その他でてきま

した。 しかし、 この方法だとストレスが強〈、ネズミ

は胃かいようをおこすものさえでてきます。

そこで、こんどはも っと自然に 、自発的に運動ので

きるように思いき って大きなケー ジにし、その中に、

よ〈小鳥屋で売っている 、 リスがまわしている給回し

を取り付け、好きな時に乗って運動ができるようなも

のを作りました。しかも 、その運動はどちらに回転し

ても電示カウンターで読み取れるような装置を付けま

した。そこで、この自由に運動できるような状態で飼

ったマウスと、今までどおり 小さなケージでエサだけ

与えて飼 ったマウスとを比ぺてみたわけです。ところ

が運動装覆を作る上で一ばん最初に困 ったことは、カ

ウンターの桁を何桁にしようかということです。 まず、

4桁 くら いあれば十分だろうということで、9999まで数

えられるものを試作したわけです。その中へ子供のマ

ウスを入れて観察したのですが、生後 1か月もすると

もはや 1日に 1万回転を越すものかでてきます。生後

2か月ぐらいになると、 1日に1万 5干回転ぐらい運

動するマウスかでてきます。ともか〈、 4桁ではまに

あわなか ったのです。これを直接距離に直すことには

問題があ ろうかと思いますか、 丸い綸を回すのだから

直径X3.14で直線距離に換算してみると、 1日に 4-

5 kmを走るかん じょうになります。しかも運動する時

間帯は暗 〈なってから 4-5時間のところがピークで、

昼間ははとんど走りません。マウスがこんなに運動が

好きだとは思いませんでした。

動物とは本来自発的に動 〈ことが好きなはずだと思

います。それをむりやり 小 さい所に入れられると、や

っぱりマウスでみられたように走りません。運動不足

を解消するため、最近ではランニン グマシ ンがプーム

にな っているようですか、ランニングマシンでーか所

で足踏みしているという状態を強いられることは、強

制運動装置に入れられたネズミみたいなも ので、むし

ろ苦痛だろうと思います。しかし、隣に芝生かあれば

自発的にポールをけ ってみた〈なりますし、テニス場

があればテニスをした〈なります。自発的な運動なら

ば楽しいし 、長続きかします。

このように考えて 〈ると、こ のごろの子供が運動不

足だということは、本来運動がきらいということでは

なく、多分、まわりに運動場や遊ぴ場がな〈、それが

できないのだと思います。現に、子供たちを公園につ

れて行〈とみんな駆け出します。今の子供は運動が嫌

いなのではなくて、運動できない状態にあると思うの

です。

く運動マウスは肥満しない〉

さて、上に述ぺたような装置つきのケー ジで飼育さ
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れた 、いわば運動したマウスと、 小 さなケージの中で

飼われた運動しないマウスを比べてみますと、運動し

たマウスの方がだいたい 2割ぐらいは余計にエサを食

べています。 しかし、体重は逆に 1- 2割低いのです。

そして体の脂肪か約半分しかありません。運動しない

マウスは明らかに肥渦しています。 この実験は、マ ウ

スに遊ぷ道具 をつけた広々としたケージを与えただけ

であ って、誰も指＃したわけではありません。 しかし、

これだけで、マウスは自らエサを余計に食ぺ、よ〈走

り、肥満にならすにすみます。一方、小さなケージに

入れたマウスは運動不足で食ぺる最も少なく、それて

いて肥っています。今の子供か肥協していることとそ

の背景か実によ〈似ていると思うのです。

しかし、運動しないマウスは、ただ単に体重か大き

いとか肥満しているというだけでな〈、も っと重要な

生理機能の低下かある ことに注意しなければなりませ

ん。

く運動は肝臓機能を正常にし、血中コレステ

ロールを低下させる〉

ここ では脂質代謝からみた運動の栄養生理的な効果

を紹介したいと思います。

実験室でネズミやマウスを飼う楊合、たん白質とし

てミルクカセインを用いますか、そ の量は20%が標準

です。 これを15、12、10、7%とたん白質のレペルを

おとしていきますと、肝臓に脂肪かついてくる傾向が

あります。 7%では完全に脂肪肝になるのです。たと

えば米だけを食べさせたネズミは、 2週間ですでに脂

肪肝になります。 これにアルコールを沢山与えますと、

もっと早〈脂肪肝にな＇）ます 。ですから人間の場合も

そうですか、たん白質を食べないで酒を飲んではかり

いると脂肪肝かおきます。十分なチーズや湯どうふな

どのたん白質のつまみを食べている人は、そ れに比ペ

るとなりにくいのです。

このようにたん白質のレペルが低いと肝臓に脂肪か

たまりますか、それと同時に血清中の中性脂肪やコレ

ステ ロールも上かります。 ところか、たとえ ば7%と

いう低たん白質のエサでも運動しているマウスをみる

と、肝臓の脂肪の蓄積は少な〈、 血清中の中性脂肪や

コレステロールの上昇もかなり押さえられていること

が明らかにな ったのです。生体内の脂質の代謝にたい

して 、きわめてよい効果をもたらしているのです。 こ

の他にも 、血液中のヘモグロビン値は運動によ って必

ず高くな っていることか分かります。ヘモグロピン値

か低いと貧血かおきやすくなることはいうまでもあり

ません。低たん白質でも貧血はおきますか、同時に運

動不足だとなおさらそれかひど〈なるのてす。

今の子供たちはよ〈朝礼で倒れることか話題になり

ますか、これ とも大いに関係していると思います。た

えす運動や労働で体を動かしていると、それに適応し

てヘモグロビン値か上昇しているのですか、ふだん、

運動も労働もしなければ、酸素はあまりいらないので

すからヘモグロピ ン値は少な〈て十分なのです。そし

て、た ん白質摂取か少なければ、なおさら貧血は進行

しています。そこへ突然駆け足などすると、ヘモグロ

ヒンか少ないのて酸素か足りなくなるわけです。

また、ちょ っと駆け足するとすぐに転ぶという こと

も、最近の子供の特徴といわれていますか、それは常

に体を動かしていないために筋肉の発達か悪いことと

関係しています。筋肉の運動というのは、筋肉の収縮

か基本であ って、筋糊を収縮するためには ATP (ア

テノシン三 リン酸）か消費されます。ATPか消骰さ

れてなくな ってしまうと 、筋肉は硬直し、けいれん状

態をおこします。たえず ATPか給与されていなけれ

ば運動は持続できないわけです。 ところで、運動を持

続するためには ATAはどのようにして供給されるの

でしょうか。筋肉の細胞の中のミトコンドリアという

細胞内器官かありますか、これか脂肪酸とかクルコー

スを分解して ATPをつ〈 っているのです。

そして 、こ の分解には酸素を必要とします。したかっ

て、運動をすればこの酸素要求にこたえるため呼吸か

はや〈なり、ヘモクロピンに結合した酸素をはや〈筋

肉内のミトコンドリアに届けるため、血液循環もはや

〈なるため心臓ボンプもはや〈なるわけです。持続的

な筋肉運動には、エネルキー源として脂肪酸か使われ

ることか分か っています。 したかって、マラソン選手

などは絶えず脂肪を分解しなから ATPを作り、それ

を消骰しなから走っているわけてす。 ミトコンドリア

はこのような働きをしています。ですから 、 グルコー

スや脂肪はガソリンみたいなもので、 ミトコンドリア

は内燃機関にたとえることかできます。

さて、興味ある ことは、運動していないマウスの筋

肉には、運動しているマウスに比較してミトコンドリ

アの数が少な〈、また、きゃしゃにできていることか

分か ったのです。運動していない動物は、ガソリンに

相当する脂肪を大量に持っているのですか、肝野のそ

れをもやしてエネルギーをつくる器官であるミトコン

ドリアか少な〈、きゃしゃなのですから運動で消枝す

るATPの産生の面で追いつけないことになります。
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脂肪拙が多ければ体を動かすのにそれだけ余分に AT

Pを祥rnするわけですから、たまに述動をするとす ぐ
ダウンしてしまいます。

こうした基礎的な実験をもとにして名えてみると、

現代っ子のひ§りないろいろの特徴が運動不足からきて

いることが理解されると 思います。

朝食ぬきにみ られる食べるこ とに対する不熱心さと

運動不足が、 —(-供たち の体力を低下させ、ひいては他

康を担な っているも のと考え られる のです。 「栄養」

と 「述動」は車の両輪て、と くに子供にと っては重要

なことです。このことを強調して私の話を終わりたい

と思しヽ ます。

f
 舎全景

心も体もたくましい児童の育成

一肥満児をなくす特別体育―-

山形県束根市立束根小学校

校長 菊池俊雄

1 . 学校の概要 4校あるか、本校は34学級 （特殊 4を含む）、児童数12

04人、教職貝数48人で市内随一の大規模校である。

本校は、 1347年鎌倉の武将、 小田島長義が築いた「小

田島城」の本丸跡に、明治 7年11月に開校され、創立

106年の歴史と伝統を有する学校である。

校舎改築着工以来 5か年の歳月を¥.'iやし、校舎全面

改築なり、昭和49年11月近代校舎に生まれかわり現府

に至っている。

校庭に樹齢1200年、幹の囲り 24米、高さ28米に達す

る特別天然記念物 「日本一の大梱」かそぴえたち、本

校教育目標である「心 も、 体 もたくましい児童の育成」

を無言のうちに教えている。

本市は、人口約4万人、市内に小学校 7校、 中学校

2 . 教育目標

ー一心も、体もた〈まし〈

(I) ものごとを広く、深〈考える子供 （知）

(2) じょうぷな体をもち、最後までやりぬ〈子供（体）

(3) 美しい心、思いやりの心をもつ子供 （徳）

教育目標の具体的実践の場は、学年、学級集団であ

るから、教育目標一学年目標一学級目標の一間性を考

えた学校経営にとリ〈み、子供ひとりひとりに教育目

標を具現化 し 「よ〈学ひ ・よく遊ぷ」子供達を培って
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い〈ために、教職員一同努力している。

3 . 経営の方針

(1) 教育基本法並ぴに東根市学校教育の基本方針をふ

まえ、児童、 地域の実態を把握して、小学校の教育

目的の達成に努める。

(2) 教育目標の具現化のために 、学校、学年、学級経

営の一貰性をはか り、調和と統一のと れた経営に努

める。

(3) 教育専門職としての自覚と誇 りを竪持し、常に研

修、実践に努める。

(4) 職員相互の人間的ふれあいを深め、栢極的、効率

的に経営に参加するよ うに努める。

(5) ゆと りある充実した学習、体位体力の向上、生徒

指就の充実をはかり、人間性豊かな児童の育成に努

める。

4 . 本年度の努力点 （項目のみ）

(1) 学習指森の充実 と改善

(2) 健康の増進と体力の向上

〇心身の健康についての理解を深め、日常生活にお

ける保健の習慣化をはかる。

0学校教育活動全体における体育活動の充実と、児

童の体力にあわせて自主的、継続的に体力づくり

にとり〈ませる。

(3) 生徒指＃と安全教育の撤底

(4) 学校環境整備と、情操教育の推進

(5) 特殊教育の振興

5 . 山形県健康優良学校最優秀校受賞

（昭和55年度小学校大規模校）

本校は前述のように 、昭和45年-49年までの5年間

は、校舎の全面改築か行われたので、グランドはもと

より、体育館、プールもな〈体育活動は不可能であ っ

t・ 、.0 

そのために、身長、体重、胸囲等の体位の向上は少

な〈、運動神経も、運動能力も劣り、わずか10-15分

の児童朝会で倒れる児童が多 〈、全般的に活力の乏し

い児童が多くな ったことは事実である。

昭和51年に 「体力づ〈りは、人間づ〈り」を信条に

全職員の協力のもとに、体力づく リの実践にふみき っ

たのである。

体力づくりの三本柱として考えたことは

(1) 全校児童マラソン

瓢

教室ですばや〈 運動着に着替えた児童達は、先を争っ

て校庭に飛ひだし 、 「さぁ I走ろう 」友達を誘いあ っ

て、グランドを一周する 1年生、 グループ毎に走る 2

年生、高学年は校舎を大き〈回る 「大樫マラソンコー

ス。」

みんな目標を決めて 「かんばり表」に記鉢し、 1200

人余のマラソン風景は実に躍動的であ＇）、 今 日も、明

日もと〈りひろげられている。

(2) たのしい朝の体育

30分のマラソンのあとは、 15分間の朝の体育、た ＜

ましく活力のある児童の育成をめざして実施以来 5年

目を迎えている。

スポーツとゲームの楽しい時間で、 学級毎に話し あ

って決めているため、アイテアい っぱいである。

おさる のかごや、ドラム乗り、砂袋運ぴ、棒引き、タ

イヤこ ろか し、フォークダンス、のは り`枠等に興じて

しヽる 。
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（ケープル線ころがし ）

（かんつめ缶の下駄あそぴ）

(3) 特別体育 （後述）

なお、保他面においても環境美化、学校保健委員会

の活｝札、他康相談、疾病対策「保他だよリ」の発行に

より学校、家庭の連絡を密にしている。

このような継続実践が実をむすぴ、現在は児童の態

度が明る＜活発になり、誰とでも 仲 よく遊ぺるように

なったし，朝会で倒れる児童もいな〈なり、給食の食

ペ残し、学校を休む児童も少なくな ったことは、大き

な成果といえよう 。

これらの実践か認められ、今年度山形県勉康擾良学

校小学校大規模の最優秀校に輝やいた訳である。

6 . 肥満児をな くす特別体育

(1) 設定の趣旨

ふと りすきの児童は、体を動かすことを妹うので益

々体重がふえてくる 。体重がふえる割には、心臓の発

育か伴わず、ちょ っとした運動にも心臓の慟きがttし

〈なるので、すぐ息切れて疲れる。体力的に恵まれな

い児童を特別に指導して 、なんとか救ってやりたいと

はじめたのが、特別体育である。

(2) ね らし、

ふ とりす ぎを防 ぐ手だて として名え られることは

運動不足と栄養のとり過きである。

栄養而については、家庭と の連絡を密にし て、主

として家庭での指i.ff,にゆだね、学校では10分間の辿

動を紺日行うことによ って、自分の身体に対する理

解と、肥椙iを矯正しようとする意識を育て、パラン

スの とれた体を作るために 、楽し 〈運動をさせるこ

とをねらし、とした。

(3) 対象児窟

4月と 10月の身体計測の結果をもとに、保護者の

同意を得て、次の該当児童を対象とする 。

1 -6年 ローレル指数 145以上

※参考

昭和53年度該当児 43人

同 54年度 II 83人

同 55年度 11 64人

今年度該当児窟の内訳

＼ 学年
1 年

2 年

3 年

4 年

5 年

6 年

特殊学級

計

(4) 計画と実践

①時間

145 
I 
150 

2 
6 
2 
4 
3 
2 
1 
20 

151 
I 
155 

5 
5 
6 
2 
1 
1 

゜20 

156 
I 
160 

1 
1 

゜゚2 
2 

゜6 

161 
＼ 計
以上

5 13 
3 15 
4 12 
2 8 
2 8 
1 6 
1 2 
18 64 

月耀～金曜まで毎日、給食前の10分間とする。

(12時30分-40分まで）

②楊所

主 として大体育館で行うが、時により小体育館、

廊下、階段、グランドで行 う場合もある。

③運動の内容と計画

1か年継続して行う運動と前期、後期で変える

運動とを組み合わせて 5種矧とする。

(A-前期、 Bー後期）

ア、かけ足 (A、8)

1 -2年 2回、 3年以上 3回
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ィ、リングとび (A・B)

行きはリングとび、帰りは線上を飛ぷ。

ウ、なわとぴ (A、B)

1 -2年 100回、 3-4年 200回

5 -6年 300回

エ、おきあかり (A)

仰臥の姿勢からおきて前屈する30回。

エー2、台上昇降 (B)

1 -6年30回

オ、 ペタルふみ (A、B)

ペタルをふむようにして足を動かす80回

特別体育運動内容

（毎日 つづけよう） からだのおそうじ体操

運動 図 解 解 説 運動

必＾

》修毎 日本一周 体育館を走る。 のびちぢみ
運日
動実

施
す

” 
連続両脚とびを

る
なわとび する。‘ヽ_, 尺とり虫
リングとび 連続両脚リ ング

とびをする。

選選

r 
背支持倒立の姿

択ん 勢で両脚で自動 こう ら
運で ペク）レふみ 車のペクルをふ
動実

むよう 匠して早
がえし

＾施 く動かす。
三す
つる

(I) ~/ 
の '--' 仰臥の姿勢から ふみ台とび
運
おきあがり おきて前屈する。 上がりおり動

を
(2)エ＂

ペタルふみ

トランポリン運動

（矯正運動）

図 解 解 説

(I)~ 

前屈の姿勢から

咤；^  (31 後屈をする。
(1) 1、 両脚を前方匠の

ばし脚の力でか

(2,'.-; 忍 らだをひきつけ

る。

(!)怠~ 腕立伏臥の姿銹
(2l から(2)の形を経

て腕立伏臥の姿
(31 応 勢にかえる。

（虐 (2~
扁さ 30 C7IIぐら

いの台を利用し

て両脚とびおり

をする。
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(2) 2日間を通し ての食品群別の摂取屈
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家庭の食事と学校給食を比較した食品群別の摂取状

況を示したも のかこの図である 。

(3) 日耀日 の牛乳飲用状況

飲用者は55人 (34.2%)と低いようだ。

(4) 食事を作った人

母親 125人 (77.6%)

祖母 13人 (8.1%)

その他 23人 (14.3%)

〇保護者の了解を得て、 7月16日(H)に米飯給食試食会

を実施した。試食会のアンケート結果から 、ご飯の量

(130 g)はちょうど よいと の答か89.7%、米飯の希望

回数は週 2回か56.4%と半数を占め、週 1回か23.1%、

3回か12.8%と続い た。給食柑 （月額3100円）に対し

て普通と答え てい るか、実際弁当に比べるとかなり安

価のはずである。ご飯のおかずについては肉や野菜を

パランスよく 使い、最後に沿物があればよいという の

は、大人の感党かもしれない。献立については、味つ

けもちょうどよい、おいしいという慈見に加えて 、数

名かお茶を望んでいた。

0月末になると翌月の学校給食献立表を生徒に配布し

ている 。献立に cal と蛋白質の栄養価を記入したも の

であるが、米飯給食か加わ ったことに対して 「食事メ

モ」として栄養指森を加え てい った。献立表は 、家庭

の台所には っておくよう 指約し ている 。夕食と重なら

ないように母親が見たリ、本人か今日の献立を知るの

に使利である。今後、さらに家庭において活用される

よう 、また食生活の改善について保護者の1具l心を高め

てい〈よう 努力したい。

6. その他、米飯＃入に関するこ と

バンを 中心にした場合に比ぺて、米飯だとおかずか

複数、複雑化して〈る。味つけは、なる ぺ〈 洒くして

いるか汁物にフライ 、キ ャペッ沿え等には、多少の調

味料が必要 となろう 。そこで、ア ジシ オ、食卓塩、し

ょうゆ、ソース 、マヨネーズ、ケチャ ップと 6種類の

調味料をフードケースに入れて各学級に配附したとこ

ろ大変好評で、以前にはせんキ ャペツに味つけかさ れ

ていない 、フライに ソースかついていないという 理由

で残していた生徒かいたか、これか全くなくな った。

自校での研究 と共に 、各種研究、協議会に参加する

こと や先進校の祝察は大切である 。諸研究会での先生

方の有益な購浙、互いに悩みを持っている 給食主任、

栄養士と の研究協議、また県の薬剤師会の先生方と夜

遅〈まで学校給食の衛生管理、学校保健について話す

機会 を得たことは大変有意義であ った。明日か らの諸

研究に大 きな支えとな ったこ とは言うまでもない。

V. おわりに

以上のように、米飯給食実施には多〈の問題がある 。

しかし、米飯給食試食会等で保護者の米飯給食に対す

る意識が裔ま ってきた。さらに、献立、栄養面に関心

を示すようにな った。生徒も毎月の献立表を心待ちに

し、好きな献立には印をつける者もいる。施設設備は

十分とはいえないが、工夫、研究を重ね米飯を推進し

てしヽ き たい。

萩市では、来年度委託炊飯か週 1回実施される予定

てある 。その場合，少しは調理員の作業屈を軽減する

ことかできるし、献立研究も 一段と深めることかでき

る。 しかし、白飯しか炊いてもらえないということ、

委託料が慈外と高いということ等様々な問題か予想さ

れる。今後も、学校給食のねらいを十分把握し、全職

員で研究を重ねていきたい。

なお、本文は昭和53年度米飯給食研究報告内及ぴ森

料より抜粋したものである。
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米飯給食実施に伴う

困難点とその打開策

山口県萩市立大井中学校

投護教命戸倉喜 世 江

I. はじめに 3. 米飯給食のあゆみ

本校の学校給食は、昭和42年11月に開始して、今年

で11年を迎えた。現れ、栄養職貝はお らず、調理員 2

名で 175食の完全給食を実施している。給食施設設備

は給食開始当時のままである。

パン を主食とした給食については 、市教委の栄養職

員と市内 2校のみ配留され ている栄養職貝か、毎月献

立 （原案）を作成し、市内の各学校に配布している。

それを給食主任と調理員と で検討し、校内の実状に合

わせて手直しして実施し ている 。米飯については、校

内で給食主任が原案作成し、調理員と検討して献立を

たてて いる。

米飯給食は、はと んど牙'iにはま った献立で月 2-3

回実施し ていたにすぎず、本年度米飯給食研究指定校

にな ったことにより、本格的に米飯給食推進に取り組

めることは幸いである。上記椋題を本研究テ ーマとし 、

以下は本校の研究報告である。

II. 本校の現状

1 . 職員16名 生徒数 161名

2. 給食室概要

(l) 施設而柏 88m' 

(2) 設備の整備状況

回転釜 4 

流 し 1 

調理台 2 

野菜さいだん機 1 

球根皮むき機

か 〈はん機

食缶

食器 ・食缶

消垢保管機

パンラ ック

冷蔵胆 l 

牛乳用保冷廂 l 

左の表は 、昭和51年 9月に

米飯給食を開始 して以米(1)、

月けI)尖施回数で、すぺて 自校

炊飯方式に よるも のである。

昭和51年度：下記献立のく

り返 し

0カレーライス ・沿：物 ・牛乳

OJi. 目ま ぜ飯・吸物・牛乳

0ちらしずし ・かきたま汁

・牛乳

昭和52年度：」滋じの献立に

下の ものが加わった。

〇 白 飯 • おでん ・牛乳

〇わかめ飯・つみ入れ汁・牛乳

わずかにコロッケやフルー

ツを沿え る程度

昭和53年度 ：レハー トリ ーを1広げたため、あ とにゆずる。

~ 51 52 53 
4 2 3 

5 3 4 

6 3 4 

7 2 3 ， 2 2 4 
10 2 3 4 

11 2 3 4 

12 2 2 6 

1 2 2 3 

2 3 3 4 

3 2 3 4 

計 15 28 43 

4、炊飯方法

中学生 1人 1回当たりの米使用枯削爵は、 130gで、

炊きあがりで 300g、まぜ飯にし て 330gの重絨で昭

和51、52年度と実施してきたか、生徒の要望によ1)114 g 

に改め、 175食分20kgを2つの回転釜て10kgずつ同時

に炊飯している 。

III . 研究計画

1

8
 

1 . 米飯給食推進委員会の設骰

職員の人数が少ないので、全員かメンパー として米

飯給食推進委員会を設詔し、年間計画の立案・ 推進に

あた った。

2. 米飯給食年間計画

月ごとに研究テ ーマを設け、 研究推進するこ とにし

t・ ヽ~。

3. 米飯給食の実施計画
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昭和51年 9月から米飯給食は43回にわたり実施し、

ガス回転釜による白飯の炊飯については要領を得てい

たが、白飯からカレーライス、五目まぜ飯、ちらしず

しとレバートリーも狭く、変りこはん （炊き込み）に

挑戦してみようと、月 2-3回から今年度は週に 1回、

12月は献立の研究として週 2回、 11月は麦飯をしてみ

ようということで計画した。

4. 給食指導

昭和53年度学校給食年間計画により実施し、問題点か

あれは、その都度検討して本校の実状に合わせて指導

することにした。

N. 研究過程

1 . 給食指導に関すること

給食指達は学校教育活動の学級指導として位罹付け

られ、総合的かつ具体的な生きた教育の場としての意

義をも つものである。全職員か学校給食のもつ教育的

価値を共通理解し、いかにし て有効な指迫を進めるか

か問題とな ってくる。 さらに、週 1回の米飯給食につ

いて生徒はどのように意識し受けとめているのか、ま

た嗜好等も把握する必要がある 。そうすることにより、

厨房サイドにとっても、学級指導を行う教師にとって

も役立つのてはなかろうかと考えた。指森を進める中

で生徒自身にも新たな認識、変容かみられるよ うにな

った。 例えば、手洗い、うかい、服装、食事マナー、

委員会の意欲的協力的な活動等、大きな収穫であった

ように思える。研究を効率的に進めるためにアンケー

ト調査をも行った。

2. 米飯給食に必要な施設設備に関すること 。

(1) 学級サイドから

配繕台は各学級 2台備えている。これに新しくテー

プルクロスを購入して掛けた。これだけですっかり明

る〈な った感じさえするし、清潔感もある。生徒か ら、

班ごとに囲んだ机上にもテープルクロスか欲しいと の

要望かあ ったが、一人一人の机の高さが一定でない た

め断念した。チョークで色々と板書された黒板には、

カーテンを取り付け 4校時終了時から給食終了時まで

使用するよう指導した。

(2) 厨房サイドから

現在の施設、設備 （前述の給食室概要参照）の他に

必要と思われる機械器具を取り上げてみた。

0米保管庫 0洗米機 〇炊飯器 0飯台

07ライヤー 0食器類 〇食器浸湿槽

大きい備品については、予算や色々な都合て改善か

なされなか ったことはとても残念てあ った。特に、フ

ライヤーについては、 1つの釜を何度も洗って使用し

献立に制限を受けていることからも是非欲しいもので

ある。食器類については、献立に応じて使用されるよ

うにな り食卓か明る〈なった。

3. 調理員の作業量、作業時間、必要人数に関するこ

と

調理員 2名の作業最、作業時間を表 した作業工程は、

次の 3通りにはほ分類される。

(1) パン給食

(2) 比較的手間のかからない米飯給食

(3) 複雑な献立を組んだ米飯給食

パン給食に比べ米飯の場合、多種多様にわたり時間

の増加か問題となってくる。米や水の計量、洗米、炊

飯、配缶時間というのは短縮できないか、食器食缶の

洗浄時間を少しでも短縮できるよう、食器は使用後、

湯をはった流しの中につけ込んだ。また、白飯は炊き

込み飯に比べて洗浄時間か長〈なる 。生徒は白飯より

炊き込み飯やまぜ飯の方か好きなので、こちらを多く

することにより多少時間か短縮された。先の施設設備

と重複するか、どうしてもフライヤーか必要と思われ

る。 これかあれば、 1つの釜で、ゆでる、揚ける 、it

ものを作る等であわてなくてもすむだろう 。 また、こ

の時間短縮によ り他に使える のではないたろうか。調

理員 2名の作業量の軽減、 作業時間の短縮等作業方法

を再検討して、てきるたけ能力を上けるよう努力した。

4. 米飯給食に適合した栄養、献立、調理方法に関す

ること

(1)私達は毎日の食ぺ物によ って発育成長し健康か

保たれているのだか、それには日常生活で人間に必要

な栄養かバランスよ〈補わなければならない。 とこ

ろかビタミン Aはその供給源とされる 「かぽちゃ」

「はうれん草」などの緑黄野菜では、そ の中に含ま

れるカロチンが私達の体内に入ってビタミン Aとし

ての慟きは十程度しかない。それも料理の方法によ

り調理消耗を考えなければな らないので実際にピタ

ミン Aとしての慟きはも っと下回ることになる。従

って日常の食生活においてヒタミン Aの必要量を補

うことはむずかしい。学校給食において 、米飯を中

心に考えるとさ らに困難である 。ピタミン Dについ

ても 、部屋の中に閉じ込もりかちな子どもの実態か

ら不足かちである。毎日必要量を摂取しようと思え

ば必然的に食材制限、献立内容の限界か出て〈る。

そこで 7月 1日よりビタミ ンADにCを含んだピ

タミン剤を 1粒ずつ毎日給食に加えた。
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1粒中｛ピタミ ンA !000国際単位

の成分 ピタミ ンD 100国際単位

と分量 ピタミ ンC 20mg 

ピタ ミン剤の成分は、 基剤にペク チン、プ ドウ糖、

砂糖を使用しピタミンA、D、Cを加え箔色に天然色

素であるBーカロチンを使用した自然食品に近い状態

なので、生徒も何の抵抗な〈毎日食していた。価格は

ピタミ ンA、D、Cの 1食の必要屈が 1粒につき2円

70銭でまかなえるので他の食材か らピタミ ンA、D、

Cを葬出する より安価である。今後も続けていきたい。

ピタミ ンA、Dの他にピタミ ン81、82、カルシウ

ムも不足がちである。これ らを多 〈含む食品、肉、魚、

卵、 豆腐などの献立に使用するよ う努めた。特に、わ

かめ飯は好むよ うてあったのでわかめもよ 〈使用した。

逆に、おかずに牛乳、脱脂粉乳、生クリ ーム等利用し

たが泡外にも牛乳の入ったスープになると残抗が多か

った。栄養面を高めるために工夫したことが、そ の反

対になるこ ともあるのでよ く考慮しなければならない。

(2)学校給食は本来魅力ある楽しい給食とし て進めると

共に、栄養を配慮した米飯の正しい食事のあり方を

考えねばな らないか、米飯給食で基準の所要栄養量

を確保しよ うとすると単品のおかずの場合は龍が多

〈なったり、複数化すれば時間、施設、価格の面か

らも無理が生ずる 。米飯の栄蓑価 を増すため、また

副食の合理的配合についてレ パー トリ ーを広げたり、

塩分の過剰摂取になり易いため、味つけについて研

究した。

米飯の栄蓑価を増すために 、II月に籾麦の配合に

取り組んだ。週 1回米飯を実施し ていたので4回連

綬籾麦を使用した。白飯 に粕麦を加える のでは目立

つ と考え 4回とも具を入れる変わりごはんにした。

これは米飯時の残量調査、生徒の嗜好調査か ら見て

も白飯が一番好まれな いの で好都合であ った。あと

で麦飯につい て生徒に書いても らっ た作文を読むと、

知 らなか ったと述べている生徒かはとんどであ った。

粕麦は、白麦と切断無圧ぺん籾麦の2種類を使用

し、 10.5%から16.7%まで混入実験をした。精麦を

混合するときは、精米だけを炊 くときよりは余分に

水を吸 うの で少し多い目に水加減をし 、むらしを十

分にした。 また、切断無圧ぺん籾麦は、釜の中に平

均に粒が分布するようである 。

粕麦を混入した ことも知 らずに生徒たちは食ぺた

わけだが、あとで教 えると 「体にいいんだ ってね」

と拒絶反応は全 くなか った。米と麦は、澱粉組織、

栄蓑分に違いがあり、性格の異な った穀類の配合に

よっ てお互い に栄養価を高め合 う。 これは、食事の

合理的な改善策と 考えて よいだろう。

麦の利点は下記の通 り数多 〈ある。

〇 米のねば りを引き下げるので胃の負担を軽〈する。

米が胃に滞留する時間は約 2時間15分、 麦は 1時間

45分だから消化を進め胃の滞留時間 を少な〈する。

〇 麦は米に比べて血納上昇が低 〈、正常値に回復す

る時間が早い。

〇 麦は米 よりカルシウムか4倍も 多い。米とilと合す
れば、ごはんの強い酸性度 を引き下げる。

〇 米は食塩の述搬車と 呼ばれるはど食塩を要求する

が、麦は反対で米麦混合すれば食塩摂取の調務がで

きる。

〇 麦の繊維は短〈 、かつ枯り の強い米飯によ〈 ilも入
しているので腸の運動 を助け、消化をよ〈する 。ま

た、 ピタ ミンの生産を促 し、毒素の生産を抑制する。

以上の結果、粕麦の配合は成功したよ うだ。今後も 、

混入率10%程度で続けていきたい。

米飯給食でもおかずが単品であれば、 パン に比べて

大変安いが栄養面では全 〈とい って よいはど不足し て

くる。そうすると 掻 を多 〈したり、複雑化することに

なる。 しかし、栄養面に力を入れてパランスの とれた

献立内容にしたことにより生徒か ら大変喜ばれたこと

は大きな励みとな った。 レパー トリ ーも徐々に広がっ

てきた。反而、価格について新鮮な食材料がも っと安

価にな らないだろう かと考える時、購入方法を再検討

する必要があるようだ。 また 、1食単位でバランスの

とれた栄蓑価にしよ うとすれば無理が生ずるので、 1

週間単位で平均して調節する方向にも って いけばよ 't'

だろう と考えた。

5. 教職貝、保護者及ぴ地域の啓発と協力に関するこ

と。

0本校は萩市中心部か ら約12kmの地点にあり半裳半漁

の地域である。近年、食生活に対する関心が次第に高

〈なってきているか、多〈 の食品 （冷凍、イ・ンスタン

ト） が出まわるにつれ自分の好みにのみ走 った食事内

容が見受け られるようにな った。たしかに主婦の労慟

最は軽•く なるが、そ の結果心身の健康保持増進の ため

には、いかにしてパランスの とれた食生活をするかと

いうことが最近課題とな ってきた。家庭における生徒

の食事状況を把握し 、学校給食の食品構成の基埠を作

成し基礎査料にすると共に地域の食生活の改善に役立

たせることを目的として、生徒に12月17日 （日躍日 ）

から18日 （月曜日 ）の 2日間 「あなたの食事ア ンケー

ト」 に記入し てもらい回収した。
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それを次の表に転記して評価点数をだした。 その結果は下図の通りである。

区 分 基準 朝 昼 夕 朝 昼 夕

分類 食品群 食品名 （例 ） 基準
ハ,フ-
II II 

＂ ＂ ＂ 
II 

＂ ＂ ＂ 
II II 

＂ ンス

体 1 緑黄色
にんじん、は うれん草

5 10 
の 野 菜 大根葉

『 その 他 ごぱう 、たまねぎ、ねき 4 
の 野菜 大根、 白菜、キ ャペッ

整 2 10 I I I 

え 果 物
パナナ、かき 4 

る みかん、りんこ~

血
豆 類

なっとう 、油あげ 3 
や 大豆、あずき、みそ

肉 ＇ ＇ ＇ 

魚 介類
かまばこ、魚、ち 〈わ

の しじみ、あさリ
3 10 

も 3 I 

と 肉 類 〈じら 肉、鶏肉、牛肉 3 
に ハム、ソーセージ

な ＇ 

る 卵 類 鵠卵、うず ら卵 5 

慟
こ〈類

中華めん、スパゲティー 4 
〈 米、麦、 パ ン、うどん
力 I I I I 

や し、も類 さつまいも、じゃがいも 3 5 
体 4 

さといも
＇ ＇ ＇ ＇ 

温
さとう類

ケーキ、かし、さと う 2 
の あめ、 ジャ ム
も ＇ ＇ ＇ 

と 油脂類
マーガリン、植物油 4 5 ラード、ノ＜ター

,ra. 円 乳 類 チーズ、ヤクルト、牛乳 5 
や

＇ 
I I I 

歯
5 小魚類 めざし

、いりこ、 しらす 3 10 
の 小魚のつく だに、 干 えぴ
も I I I I I 

と
海そう わかめ、ひじき、こんぶ 2 
きのこ しいたけ、えのきだけ

つけも
たくわん、ならづけの 類

＇ ＇ ＇ ＇ ' 
6 乾 燥 かんぴょう、わらぴ
野 菜 ぜんまい

＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 

そ の 他

基 準 .占... 合 計 50 

パラ ン ス合計 50 

総 合 計 100 

(1) 献立内容

゜
和t量：翠：翠：祠：羽：

※参考

Ill 基準点計(50)+パランス点計(50)=総合計(100)
, ill ft. - :: 裟婆婆婆忍蒻 学校給食は81点
11 ． 欠食 ［二 あと昼R

゜
60-74 

一歩
日

夕食
29以下 藍目 とてもだめ 75-89 

_, り

亡 泣
糾R

口 いとなうこし1a 39-49 疇 いけません 90-100 
佑ft! . 

II 

圃冒 もう少し考クIt f. 婆：：： I! 50-49 えよう



15

(2) 2日間を通し の食品群別の摂取秘
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の台所には っておくよう指＃している 。夕兵と訳なら

ないように母親が見たり、本人が今日の献立を知るの

に使利である。今後、さ らに家庭において活用される

よう 、また食生活の改善について保護者の1共l心 を泊jめ

ていくよう努力したい。

6. その他、米飯祁入に関すること

バンを 中心にした場合に比べて 、米飯だとおかずが

複数、複雑化してくる。味つけは、なるぺ＜池くして

いるが汁物にフライ、キャペツi泰え等には、多少の調

味料が必要となろう 。そこで、アジシオ、食叩盆、し

ょうゆ、ソース マヨネーズ、ケチャッフと 6種類の

調味料をフードケ ースに入れて各学級に配骰したとこ

ろ大変好評で、 以前にはせんキャペツに味つけがされ

ていない、フライにソースがつし、ていなしヽという理由

で残してし、た生徒がいたが、これが全〈な〈な った。

自校での研究と共に、各種研究、協議会に参加する

ことや先進校の視察は大切である 。諸研究会での先生

方の布益な講浙、互いに悩みを持って いる給食主任、

栄養寸：との研究協議、また県の北剤師会の先生方と夜

迎〈まで学校給食の衛生管埋、学校保他について話す

機会を得たことは大変布慈義であ った。明日からの諸

研究に大きな支えとな ったことは言うまで もなし、0

V. おわりに
家庭の食事と学校給食を比較した食品群別の摂取状

況を示したものがこの図である 。

(3) 日曜日の牛乳飲用状況

飲用者は55人 (34.2%) と低いようだ。

(4) 食小を作った人

母親 125人 (77.6%)

祖母 13人 (8.1%)

その他 23人 (14.3%)

0保没者の了解を得て、 7月16日(II)に米飯給食試食会

を実施した。試食会のアンケート結果から、ご飯の豫

(130 g)はちょうどよいとの答が89.7%、米飯の希望

回数は週 2回が56.4%と半数を占め、週 1回が23.1%、

3 回が1 2.8% と 紐いた 。 給食'{~ ( 月額3100円）に対し

て粋通と答えているが、実際弁当に比ぺるとかなり安

価のはずである。 ご飯のおかずについては肉や野菜を

パランスよ〈 使い、最後に泊物があればよいという の

は、大人の感党かもしれない。献立については 、味つ

けもちょうどよい、おいしいという窃兄に加えて、数

名がお茶を望んでいた。

0月末になると翌月の学校給食献立表を生徒に配布し

ている。献立に calと蚤白買の栄養価を記入したもの

であるが、米飯給食が加わったことに対して「食事メ

モ」 として栄養指材を加えてい った。献立表は、家庭

以上のように、米飯給食実施には多く の問題がある。

しかし、米飯給食試食会等で保護者の米飯給食に対す

る泡識が高ま ってきた。さらに、献立、栄養而に関心

を示すようになった。生徒も毎月の献立表を心待ちに

し、好きな献立には印をつける者もいる。施設設備は

十分とはいえないが、工夫、研究を重ね米飯を推進し

ていきたい。

萩市では、来年度委託炊飯が週 1回実施される予定

である。その場合，少しは調理貝の作業砿を軽滅する

ことができるし、献立研究も 一段と深めることができ

る。しかし、白飯しか炊いてもらえないということ、

委託料が迂外と高いということ等様々な問題が子愁さ

れる。今後も 、学校給食のねらいを十分把樹し、全職

員で研究を重ねていきたい。

なお、本文は昭和53年度米飯給食研究報告{!}及ぴ査

料より抜粋したも のである。



年齢別 身長・体重・胸囲・座高の平均値及び標準偏差

区 分
身長 (cm) 体重 (kg) 胸囲 (cm) 座裔 (cm)

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

幼稚園 5歳 110.0 4.73 18 9 4 13 56.0 2 92 62.2 2.82 

小{; 歳
115 5 4.81 20 8 3.79 57 5 3.19 64.8 2.75 
121. 2 5.02 23 1 3 69 59.5 3.60 67.4 2.95 

,._.,_ 子 8 126.6 5.24 25 8 4.29 61. 7 4.00 69.8 2.95 ， 131.8 5.46 28 8 5 17 64. l 4. 77 72.0 3.04 
男 校 1 0 137.0 5.73 32 2 6 09 66.6 5.38 74.2 3 08 

1 1 142.7 6.60 36 0 7 .12 69.3 5.87 76 6 3 49 

中{1 2歳 148.9 7.79 40 6 8.14 72.0 6.20 79 5 4 27 
学 13 157.2 7.99 46 7 8.81 75 9 6 34 83.5 4 49 
校 14 163.0 7.03 51 9 8.75 79 4 6.00 86.6 4 .16 

靡{1 5歳 166.7 5.86 56 4 8.78 82.3 5 94 89 1 3.50 
学 1 6 168.6 5 52 58 8 8.44 84.3 5 66 90. l 3 .19 

校 1 7 169.4 5 45 60 2 8.00 85.8 5 42 90.6 3.23 

幼稚園 5歳 109.2 4 65 18 5 3.50 54.7 2 98 61. 7 2.69 

小［り歳
114. 7 4.89 20.3 3.87 56.0 3.22 64.3 2.70 
120 4 5.05 22.6 3.52 58 0 3.60 66.9 2.95 

,u,. 子 8 126.0 5.38 25.4 4.38 60.3 4.31 69.4 2 90 ， 131 7 5.88 28.5 5.28 62 9 4.83 71. 9 3 18 
校 1 0 138 1 6.64 32.5 6.26 66 2 5.66 74.9 3.74 
1 1 145.0 6.73 37.5 7 .16 70.2 6.19 78.3 4.04 

女

中{1 2歳 150.2 6.15 42 2 7.45 74.1 6.06 81. 3 3.68 
学 13 154.0 5.23 46 7 7.24 77 4 5.42 83.4 3 .15 
校 14 155.6 5.04 49 3 6 93 79.3 5.14 84.3 2.97 

塁{1 5歳 156.2 5 .13 51.3 7 .16 80.8 5.30 85.0 2.97 
,..,,. 子 1 6 156.6 4.88 52.2 6.79 81. 6 4.96 85.0 2.67 

校 17 156.7 5 09 52.3 6 79 81.9 5.08 85.0 2.80 
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